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け
替
え
ま
し
た
。

　

始
め
は
す
っ
か
り
草
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た

苗
木
も
顔
を
出
し
、
作
業
を
終
え
た
ス
カ
ウ
ト

た
ち
の
満
足
そ
う
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
八
月
六
日
（
金
）
か
ら
七
日
（
土
）
に

か
け
て
、
日
本
の
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
運
動
九
十

周
年
記
念
戸
隠
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
キ
ャ
ン

プ
参
加
者
（
十
三
カ
国
）
の
内
の
二
十
五
名

が
、
同
国
有
林
内
の
「
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
一

の
森
」
で
間
伐
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
森
は
、
平
成
元
年
に
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

長
野
県
支
部
が
、「
森
の
管
理
を
通
じ
て
環
境

に
つ
い
て
考
え
、
勤
労
の
大
切
さ
を
知
る
」
こ

と
を
目
的
に
設
定
し
、
ブ
ナ
等
の
広
葉
樹
を
植

栽
後
、
下
刈
、
枝
払
い
等
の
手
入
れ
を
続
け
て

き
ま
し
た
。　

海
外
や
日
本
各
地
か
ら
集
っ
た

ス
カ
ウ
ト
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
鋸

を
使
っ
て
ブ
ナ
を
伐
り
倒
す
作
業
（
間
伐
）
を

体
験
し
ま
し
た
。
ス
カ
ウ
ト
た
ち
は
、
作
業
が

進
む
に
つ
れ
て
混
み
合
っ
た
ブ
ナ
の
森
に
太
陽

の
光
が
差
し
込
む
様
子
を
見
て
、
間
伐
の
効
果

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
伐
採
し
た
ブ
ナ
を
用
い
て
鉛
筆
立

て
な
ど
を
作
成
し
、
各
々
が
良
い
土
産
と
し
て

持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

戸
隠
の
森
で
開
催
さ
れ
た
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
て
、「
自
然
を
よ
り
深
く
知
り
、
気
付
き

や
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
お
礼

の
言
葉
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

［
中
信
署
］
当
署
で
は
、
地
域
発
案
に
よ
り
、

乗
鞍
岳
の
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
沿
い
で
セ
イ
ヨ
ウ
タ

ン
ポ
ポ
の
除
去
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
七
月
二
十
一
日
（
水
）
に
長
野

長
生
会
松
本
支
部
九
名
、
八
月
十
一
日
（
水
）

に
は
、
募
集
に
よ
り
参
加
し
た
松
本
市
の
小
学

生
を
始
め
一
般
参
加
者
十
四
名
、
長
野
県
自
然

保
護
レ
ン
ジ
ャ
ー
二
名
、
両
日
と
も
グ
リ
ー
ン

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
職
員
も
加
わ
り
総
勢
四 

十
三
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
道
路
脇
に
黄
色

く
咲
い
て
い
る
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
見
分
け

方
の
指
導
を
受
け
た
後
、
四
班
に
分
か
れ
距
離

五
㌔
㍍
の
間
に
お
い
て
、
約
七
百
本
の
セ
イ
ヨ

ウ
タ
ン
ポ
ポ
を
除
去
し
ま
し
た
。

　

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
、
ア
ル
カ
リ
性
に
強

く
、
単
為
生
殖
に
よ
り
増
え
、
日
照
時
間
に
左

右
さ
れ
ず
に
通
年
開
花
し
、
種
子
も
小
さ
い
こ

と
か
ら
繁
殖
力
が
強
く
、
ニ
ホ
ン
タ
ン
ポ
ポ
を

始
め
と
す
る
乗
鞍
山
麓
の
貴
重
な
高
山
植
物
の

脅
威
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
除
去
作
業
を
毎
年
行
い
、
少
し
ず
つ

成
果
が
出
て
来
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

は
、
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク

サ
、
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
、
ア
ラ
ゲ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ

ウ
、
ブ
タ
ナ
等
の
外
来
植
物
の
除
去
も
検
討

し
、
高
山
植
物
の
保
護
に
更
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
八
月
二
十
一
日
（
土
）、
名
古
屋
造

林
素
材
生
産
事
業
協
会
の
飛
騨
支
部
会
員
十
一

名
が
「
天
生
県
立
自
然
公
園
」
内
の
自
然
観
察

歩
道
沿
い
の
枯
損
木
の
伐
倒
除
去
・
整
備
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
で
行
い
ま
し
た
。

　

天
生
一
帯
は
、
高
層
湿
原
や
ブ
ナ
の
原
生
林

な
ど
豊
か
な
自
然
が
残
る
こ
と
か
ら
入
林
者
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
歩
道
沿
い
に
は
老
朽

し
て
枯
死
し
た
大
径
木
が
立
っ
て
お
り
、
安
全

な
通
行
の
た
め
こ
れ
ら
を
除
去
し
て
欲
し
い
と

の
地
元
協
議
会
等
か
ら
の
要
請
に
、
大
径
木
伐

採
の
技
術
を
持
つ
造
林
素
材
協
会
が
応
え
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
下
界
の
猛
暑
と
は
別
世
界
の
涼
風
を

期
待
し
た
も
の
の
、
全
員
、
汗
だ
く
で
の
危
険

木
の
伐
倒
除
去
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
登
山

者
か
ら
は
、「
暑
い
中
、
大
変
ご
苦
労
様
で

す
。」
と
の
労
い
の
言
葉
を
頂
く
度
に
、
全
員

晴
れ
や
か
な
気
持
ち
に
な
る
な
ど
、
登
山
者
の

安
心
・
安
全
の
確
保
と
地
域
に
貢
献
す
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
九
月
四
日
（
土
）、
平
成

二
十
二
年
度
「
第
三
回
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
」

除去作業に一生懸命の小学生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
て

　

乗
鞍
岳
山
麓
で
外
来
植
物

�

（
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
）
を
除
去

暑い中での危険木伐倒除去作業話に聞き入る参加者

天
生
県
立
自
然
公
園
内
の

�

危
険
木
伐
倒
除
去
作
業

�

〜
名
古
屋
造
林
素
材
生
産
事
業
協
会
〜

「
じ
ょ
う
こ
う
じ
響
き
の
森
」
に
住
む

�

野
鳥
を
学
び
巣
箱
作
り
を
体
験
し
よ
う

�

〜
生
物
多
様
性
（
森
林
と
野
鳥
）
〜
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を
瀬
戸
市
の
森
林
交
流
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
九
月
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
暑
さ
で
し

た
が
、
四
組
の
親
子
連
れ
を
含
む
十
二
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
尾
張
自
然
観
察
会
の
先
生
か
ら
、
定

光
寺
自
然
休
養
林
で
見
ら
れ
る
野
鳥
の
生
態
や

巣
の
作
り
方
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
参
加
者

は
野
鳥
の
生
態
の
お
も
し
ろ
さ
に
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
所
職
員
の
指
導
の
も
と
、
ス

ギ
の
間
伐
材
を
使
い
小
鳥
の
巣
箱
作
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

巣
箱
作
り
で
は
、
普
段
使
っ
た
こ
と
の
な
い

「
の
こ
ぎ
り
」
や
「
金
槌
」
を
一
生
懸
命
に
使

い
こ
な
し
小
鳥
の
巣
箱
を
見
事
に
完
成
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ス
ズ
メ
も
入
り
ま
す

か
？
」
な
ど
の
質
問
の
外
、「
小
鳥
が
入
る
の

が
楽
し
み
」
な
ど
の
質
問
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
業
務
を
実
行

東
信
森
林
管
理
署　

御
代
田
作
業
班

　

御
代
田
班
は
、
浅
間
山
を
囲
む
軽
井
沢
・
御

代
田
・
小
諸
の
三
森
林
事
務
所
を
受
け
持
ち
、

現
在
、
基
職
二
名
と
臨
時
作
業
員
で
作
業
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

浅
間
山
の
な
だ
ら
か
な
裾
野
は
観
光
地
と
し

て
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

国
有
地
に
接
す
る
箇
所
は
、
別
荘
地
・
住
宅

地
・
道
路
が
ほ
と
ん
ど
で
、
境
界
巡
検
の
距
離

も
長
く
、
境
界
管
理
に
は
気
を
遣
っ
て
い
ま

す
。
隣
接
住
宅
等
へ
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
木

が
あ
る
場
合
な
ど
、
緊
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
も
多
々
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場

合
、
最
優
先
で
作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
平
成
十
九
年
の
台
風
９
号
の
災
害
の
際
に

は
、
過
去
の
台
風
災
害
の
経
験
を
活
か
し
、
被

害
対
策
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

御
代
田
班
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
、
忙
し

い
時
で
も
、「
や
る
と
決
め
た
仕
事
は
き
ち
ん

と
や
る
」
と
い
う
強
い
意
識
の
下
で
、
安
全
に

段
取
り
よ
く
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
夕
方
、

事
務
所
に
疲
れ
た
様
子
で
帰
っ
て
来
ま
す
が
、

そ
の
中
に
も
す
が
す
が
し
い
顔
が
垣
間
見
ら
れ

ま
す
。
今
後
も
、
頼
り
に
な
る
御
代
田
班
と
共

に
安
全
に
効
率
よ
く
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
国
有
林
野
事
業
労
働
衛
生
週
間

　

10
月
１
〜
７
日

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議

　

10
月
１
〜
２
日　

松
本
市

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

10
月
２
日　

愛
知
所
管
内

　

10
月
14
日　

愛
知
所
管
内

◎
事
業
担
当
部
長
会
議

　

10
月
４
〜
５
日　

林
野
庁

◎
金
曜
会
国
有
林
視
察

　

10
月
４
日　

東
信
署
管
内

◎
第
３
回
王
滝
森
林
鉄
道

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

　

10
月
９
〜
10
日　

王
滝
村

◎
低
コ
ス
ト
路
網
等
現
地
検
討
会

　

10
月
12
〜
13
日　

中
信
署
管
内 

林
野
庁
人
事
（
抄
）

九
月
一
日
付

▽�

中
部
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室
監
査
官
（
名

古
屋
事
務
所
副
所
長
）（
中
部
森
林
管
理
局

木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
長
）

�

廣
田　

祐
一

▽�

中
部
森
林
管
理
局
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽

支
署
長
（
中
部
森
林
管
理
局
富
山
森
林
管
理

署
次
長
）�

相
馬　

一
之

▽�

中
部
森
林
管
理
局
富
山
森
林
管
理
署
次
長

（
中
部
森
林
管
理
局
東
濃
森
林
管
理
署
総
務

課
長
）�

長
瀨　
　

貢

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

九
月
一
日
付

▽�

東
濃
森
林
管
理
署
総
務
課
長
（
計
画
部
計
画

課
付
（
名
古
屋
事
務
所
））

�

那
須　

正
彦

▽
企
画
調
整
室
付
（
企
画
調
整
室
監
査
係
長
）

�

井
上
日
呂
登

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
笹
川
森
林
事
務
所
森
林
官

（
企
画
調
整
室
情
報
管
理
係
長
）

�

彦
瀬　

卓
也

御代田班の皆さん

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

完成した巣箱を手に参加者全員で記念撮影

人
の
う

ご
き
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南木曽支署
（各署の景勝地等を紹介）

65

しろ うま だけ

「男滝・女滝」「男滝・女滝」「男滝・女滝」

６５
南木曽支署

（各署の景勝地等を紹介）

 

旧
中
山
道
（
妻
籠
宿
〜
馬
籠
宿
）

 

［
南
木
曽
支
署
］
長
野
県
木
曽
谷
の
南
部
に
位

置
す
る
木
曽
郡
南
木
曽
町
と
岐
阜
県
中
津
川
市

を
結
ぶ
旧
中
山
道
（
妻
籠
宿
〜
馬
籠
宿
）
沿
い

の
町
指
定
名
勝
が
男
滝
・
女
滝
で
す
。

　

旧
中
山
道
は
江
戸
を
起
点
と
す
る
五
街
道
の

一
つ
で
、
江
戸
か
ら
京
都
を
結
ぶ
重
要
な
街
道

で
し
た
。

  

名
称
の
由
来
は
、
日
本
国
土
の
中
間
の
山
道

と
い
う
こ
と
で
中
仙
道
と
も
記
さ
れ
ま
し
た
が

一
七
一
六
年
、
徳
川
幕
府
は
中
山
道
と
名
称
を

統
一
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

妻
籠
か
ら
馬
籠
に
至
る
七
㌔
㍍
の
街
道
は
、

家
族
連
れ
で
も
気
軽
に
歩
け
る
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
人
気
が
あ
り
、
最
近
で
は
外
国

人
旅
行
者
に
も
広
く
知
ら
れ
訪
れ
る
者
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
の
日
本
情
緒
を
残
し
、
そ
の

魅
力
は
旧
街
道
に
あ
る
「
男
滝
・
女
滝
」
や
背

景
と
な
っ
て
い
る
樹
齢
百
年
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
な

ど
の
美
林
に
あ
り
ま
す
。
特
に
木
曽
に
街
道
が

開
か
れ
て
以
来
、
旅
人
に
名
所
と
し
て
親
し
ま

れ
、
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

「
男
滝
・
女
滝
」
は
、
吉
川
英
治
氏
の
著
書

「
宮
本
武
蔵
」
の
舞
台
に
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

滝
に
向
か
っ
て
左
側
が
男
滝
で
落
差
十
㍍
の

滝
幅
の
広
い
滝
で
す
。

　

右
側
が
女
滝
で
女
ら
し
く
や
や
線
の
細
い
滝

で
す
。

  

ま
た
、
南
木
曽
町
妻
籠
宿
か
ら
馬
籠
峠
に
至

る
旧
中
山
道
沿
い
は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ

ラ
、
ヒ
バ
な
ど
の
天
然
の
林
が
あ
り
、
こ
の
一

帯
の
国
有
林
は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

落
保
存
地
区
及
び
県
の
郷
土
環
境
保
全
地
区
に

指
定
さ
れ
、
自
然
探
勝
、
憩
い
の
場
と
し
て
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
（
風
致
探
勝
林

七
十
四
㌶
）
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　
（
所
在
地
）

　

長
野
県
木
曽
郡
南
木
曽
町
大
妻
籠

○
車
で
お
越
し
の
場
合

　

中
央
自
動
車
道

　

�

中
津
川
Ｉ
Ｃ
を
降
り
、
国
道
十
九
号
線
を
南

木
曽
町
方
面
へ
三
十
分

　

長
野
自
動
車
道

　

�

塩
尻
Ｉ
Ｃ
を
降
り
、
国
道
十
九
号
線
を
南
木

曽
町
方
面
へ
二
時
間

○
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合

　

�

Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
南
木
曽
駅
で
下
車
し
、
バ
ス

ま
た
は
タ
ク
シ
ー
で
十
五
分

妻籠宿と背景林の伊勢山（国有林）

眼下の妻籠宿と馬籠峠方面を望む（妻籠城跡より）男滝

観光客で賑わう妻籠宿

女滝


